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「勤労内閣」34人を発表
半
分
は
専
門
家
、メ
ガ
氏
影
響
も

 　
　
　
　
　
　

ジ
ョ
コ
ウ
ィ
氏
　
ク
リ
ー
ン
な
人
選
を
強
調

　

ジ
ョ
コ
・
ウ
ィ
ド
ド
（
通
称
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
）
大
統
領
は
26
日
、
閣
僚
を
発
表
し
た
。
34
閣
僚

は
27
日
に
就
任
式
を
迎
え
、
新
内
閣
「
勤
労
内
閣
」
が
つ
い
に
始
動
す
る
。
名
簿
に
は
実
業

家
、
経
営
者
、
学
者
、
政
党
所
属
者
が
ひ
し
め
く
が
、
メ
ガ
ワ
テ
ィ
氏
の
影
響
力
も
影
を
落
と

し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
吉
田
拓
史
）

　

ジ
ョ
コ
ウ
ィ
氏
は
26
日
午
後

６
時
過
ぎ
、
大
統
領
宮
殿
の
前

庭
で
記
者
会
見
し
、
34
人
の
閣

僚
を
発
表
、
専
門
家
19
人
と
政

党
所
属
者
15
人
と
す
る
制
限
を

維
持
し
た
。

　

自
身
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
に

な
っ
た
白
い
ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
全

員
で
着
て
、
清
廉
な
印
象
を
出

し
た
。
「
わ
れ
わ
れ
は
厳
選
さ

れ
た
、
清
廉
な
人
物
を
得
た
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
信
頼
す
る

汚
職
撲
滅
委
員
会
（
Ｋ
Ｐ
Ｋ
）

と
金
融
取
引
報
告
分
析
セ
ン
タ

ー
（
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ｋ
）
と
連
絡
を

取
り
合
っ
た
。
選
ん
だ
人
物
は

適
材
適
所
で
あ
り
、
管
理
能
力

が
あ
る
」
と
説
明
し
た
。

　

筆
頭
閣
僚
の
４
人
の
調
整
相

＝
キ
ー
ワ
ー
ド
＝
は
、
国
軍
出

身
者
を
置
く
慣
例
が
あ
る
政
治

法
務
治
安
調
整
相
に
テ
ジ
ョ
・

エ
デ
ィ
・
プ
ル
デ
ィ
ヤ
ト
ノ

元
海
軍
参
謀
長
（
ナ
ス
デ
ム

党
）
、
経
済
調
整
相
を
ソ
フ
ヤ

ン
・
ジ
ャ
リ
ル
元
国
営
企
業

相
、
新
設
の
海
事
調
整
相
を
イ

ン
ド
ロ
ヨ
ノ
・
ス
シ
ロ
氏
と
分

野
ご
と
の
専
門
家
を
置
い
た
。

　

福
祉
調
整
相
を
改
称
し
た
人

間
・
文
化
開
発
調
整
相
は
闘
争

民
主
党
（
Ｐ
Ｄ
Ｉ
Ｐ
）
の
メ
ガ

ワ
テ
ィ
党
首
長
女
プ
ア
ン
氏
。

同
相
に
は
政
治
家
を
置
く
場
合

が
多
い
。

　

主
要
経
済
閣
僚
は
専
門
家
や

実
業
家
中
心
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

の
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
や
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
日
本
友
好
協
会
（
Ｐ

Ｐ
Ｉ
Ｊ
）
理
事
長
の
ラ
フ
マ
ッ

ト
・
ゴ
ー
ベ
ル
氏
が
商
業
相
。

工
業
相
は
ハ
ヌ
ラ
党
幹
部
の
サ

レ
・
フ
シ
ン
氏
。
２
０
１
１
年

の
ユ
ド
ヨ
ノ
改
造
内
閣
の
４
人

か
ら
倍
増
の
女
性
８
人
を
登

用
。
レ
ト
ノ
元
駐
オ
ラ
ン
ダ
大

使
は
初
め
て
の
女
性
外
相
。
パ

プ
ア
出
身
初
の
女
性
閣
僚
と
し

て
ヨ
ハ
ナ
・
イ
エ
ン
ビ
セ
氏
が

女
性
児
童
相
に
抜
て
き
。

　

注
目
さ
れ
た
連
合
政
党
内
の

協同組合・中小企業相　アナック・アグン・グデ・ングラ・プスパヨバ（49）
バリ州デンパサール市

バリ州副知事

闘争民主党

女性児童相　ヨハナ・スサナ・イエンビセ（56）
西パプア州マノクワリ
チェンドラワシ大教授

学者

国家開発計画庁（バペナス）長官　アンドリノフ・チャニアゴ（51）

西スマトラ州パダン市

調査機関シルス・スルフェヨルス代表

労働相　ハニフ・ダキリ（42）
中部ジャワ州スマラン市
民族覚醒党国会会派

研究技術・高等教育相　ムハンマド・ナシル（54）
東ジャワ州ンガウィ
ディポヌゴロ大学長

国家官房長官　プラティクノ（52）
東ジャワ州ボジョネゴロ 
ガジャマダ大学長

学者 民族覚醒党

学者 学者

内務相　チャフヨ・クモロ（56）
中部ジャワ州ソロ市
闘争民主党幹事長

外相　レトノ・レスタリ・プリアンサリ・マルスディ（51）
中部ジャワ州スマラン市
駐オランダ大使

国防相　リャミザード・リャクドゥ（64）
南スマトラ州パレンバン市
元陸軍参謀長

法務人権相　ヤソナ・ハモナンガン・ラオリ（61）

北スマトラ州中部タパヌリ県
国会第３委員会（法務）委員

闘争民主党

闘争民主党

外務官僚

闘争民主党

経済調整相　ソフヤン・ジャリル（61）
アチェ州東アチェ県
元国営企業相

海事調整相　インドロヨノ・スシロ（59）
西ジャワ州バンドン市
国連食糧農業機関（ＦＡＯ）水産養殖局長

農業相　アムラン・スライマン (46)
南スラウェシ州ボネ県
複合企業ティラン・グループ最高経営責任者

工業相　サレ・フシン（51）
東ヌサトゥンガラ州ロテンダオ県
ハヌラ党中央執行部部会長

社会相　コフィファ・インダル・パラワンサ（49）
東ジャワ州スラバヤ市

元女性活力国務相

文化・初等中等教育相　アニス・バスウェダン（45）

西ジャワ州クニンガン県
パラマディナ大学長

財務相　バンバン・ブロジョヌゴロ（48）
ジャカルタ特別州
前財務副大臣

海洋水産相　スシ・プジアストゥティ（49）
西ジャワ州パンガンダラン県
航空スシ・エア社長

国営企業相　リニ・スマルノ（56）
米メリーランド州
元産業貿易相

村落・途上地域開発    マルワン・ジャファル（43）
中部ジャワ州パティ県

民族覚醒党国会会派代表

通信情報相　ルディアンタラ（55）
西ジャワ州ボゴール県
携帯キャリア・インドサット理事

国家行政改革相　ユディ・クリナンディ（46）
西ジャワ州バンドン市
ハヌラ党総選挙対策本部長

エネルギー鉱物資源相　スディルマン・サイド（51）
中部ジャワ州ブルブス県
国営武器製造ピンダット社長

環境林業相 シティ・ヌルバヤ（58）
ジャカルタ特別州
元内務省事務次官

観光相　アリフ・ヤフヤ（53）
東ジャワ州バニュワンギ県
国営通信テルコム社長

宗教相　ルクマン・ハキム・サイフディン（51）

ジャカルタ特別州
宗教相

国土都市計画相　フェリー・ムルシダン・バルダン（53）
ジャカルタ特別州

元国会ゴルカル党会派

青年スポーツ相　イマム・ナフラウィ（41）
東ジャワ州バンカラン県
元民族覚醒党会派

商業相　ラフマット・ゴーベル（52）
ジャカルタ特別州
パナソニック・ゴーベル・インドネシア会長

人間・文化開発調整相　プアン・マハラニ（41）
ジャカルタ特別州
闘争民主党国会会派代表

運輸相　イグナシウス・ジョナン（51）
シンガポール
国鉄社長

保健相　ニラ・ムルック（65）
ジャカルタ特別州
ミレニアム開発目標・インドネシア代表

公共事業・国民住宅相　バスキ・ハディムルヨノ（59）

中部ジャワ州ソロ市

公共事業省都市計画総局長

経営者

経営者

学者

闘争民主党

経営者

ハヌラ党

経営者

民族覚醒党 学者

官僚

学者

政治・法務・治安調整相　テジョ・エディ・プルディヤトノ（62）

中部ジャワ州マグラン県
元海軍参謀長

ナスデム党

経営者

経営者 民族覚醒党

経営者 ハヌラ党

経営者

ナスデム党

経営者

学者

開発統一党

ナスデム党 民族覚醒党

　米国のプログレバン
ド、ドリームシアターが
26日、中央ジャカルタ・
スナヤンのＤ広場でコン
サートを開いた＝写真、
アンタラ。１月にスター
トした世界ツアーでジャ

カルタは85都市目。2011
年にはアンチョールのＭ
ＥＩＳホールで公演して
以来３年ぶり。今回のチ
ケットは75万～125万ル
ピア。

ド
リ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
に
熱
狂

　

じ
ゃ
か
る
た
新
聞

は
27
日
、
首
都
圏
の

飲
食
店
を
紹
介
す
る

情
報
誌
「
ジ
ャ
カ
ル

タ
レ
ス
ト
ラ
ン
２
５

０
選
」
＝
写
真
＝
の

発
売
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

和
食
や
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
料
理
、
中
華
、

イ
タ
リ
ア
料
理
な

ど
、
ジ
ャ
ン
ル
別
に

計
２
５
０
店
舗
の
情

報
を
写
真
と
地
図
付

き
で
掲
載
。
巻
頭
特

集
で
は
、
駐
在
員
や

「ジャカルタレストラン250選」を発売

食の面から生活豊かに

出
張
者
な
ど
が
接
待
や

会
食
で
も
使
い
や
す
い

店
や
、
雰
囲
気
が
良
い

隠
れ
家
店
な
ど
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

コ
ラ
ム
「
名
物
花
板

物
語
」
で
は
、
ジ
ャ
カ

ル
タ
で
長
年
活
躍
す
る

日
本
人
板
前
の
食
材
へ

の
こ
だ
わ
り
や
店
を
開

く
ま
で
の
秘
話
を
取
材

し
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｂ
判
92
ペ
ー
ジ
、

カ
ラ
ー
、
税
込
11
万
ル

ピ
ア
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
の

紀
伊
國
屋
書
店
各
店
や

日
本
食
ス
ー
パ
ー
、
じ

ゃ
か
る
た
新
聞
な
ど
で

取
り
扱
っ
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
生
活
が
食

の
面
か
ら
一
層
豊
か
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

じ
ゃ
か
る
た
新
聞

２
０
１
４
年
10
月
27
日

　「サメに食べられた
ら、どうしよう。」そん
な気持ちを持って、私はメナド旅行
へ行った。なぜ、サメが気になるの
かというと、私はメナドの海でスキ
ューバダイビングをするのだ。私
は、動物が好きだ。しかし、ワニと
サメは怖い。ワニもサメも、私には
人を食べるイメージがある。ワニの
生息地は川。だからワニに遭遇する
ことはない。しかし、サメは海に生
息している。一番危険なのは、サメ
だ。
　一日目はプールで練習なので、特
に問題は無かった。二日目。その
日、試しに海へ入り、魚を見ること
になっていた。不安をたくさんかか
えていたが、海に入ってみると、サ
メなど忘れて魚やサンゴに見とれて
いた。三日目からは、海での練習
だ。練習する所は、少しにごってい
て、今にもサメの背びれが見えてき
そうで怖かっが、結果この日も次の
日も、サメは出なかった。
　最後の五日目は、魚をもう一度見
に行った。自分一人だけしずみ、
サメに食べられるのではと想像した
が、サメと遭遇することはなく、魚
やサンゴを楽しんだ。
　サメに食べられないことがよく分
かり、これからはサメを怖がらずダ
イビングを楽しみたい。

▼公邸のカエルが全滅

　ジョコウィ大統領の自宅のカエル
が26日、全滅していることが分かっ
た。知事公邸職員によると、池から
乾燥した庭に跳ね出し、池に戻れな
くなったという。ジョコウィ氏は庭
園を好み、知事に就任した２年前か
らカエルを飼い始めた。よく１人で
庭に座って、カエルが池に飛び込む
音や鳴き声に耳をすませていたとい
う。ジョコウィ氏は「カエルは私に
安らぎを与えてくれる」と話してい
た。              　（コンパスコム）
▼クジラ５頭が座礁

　東ヌサトゥンガラ州ワトディリ村
の海岸で、クジラ５頭が22日座礁し
た。26日に４頭が住民などの協力で
海へ帰った。20.9メートルと５頭の
なかで最小だったクジラは死んだ。
ジョン村長によると、クジラが座礁
するのは珍しくないが、５頭同時は
初めてだという。（コンパスコム）
▼元恋人にドナー依頼

　ダンドゥット歌手で女優のジュリ
ア・ペレスさん（愛称ジュペ）さん
は22日、精子のドナー提供を元恋人
のガストン・カスタノさんに依頼す
ることも考えていると明らかにし
た。ジュペさんは子宮頸（けい）が
んを患っており、子宮を摘出する前
に出産したいとの思いからドナーを
探している。「良い精子のドナーを
探してるの。ガストンにも健康診断
を受けてほしいわ」と話している。
　　　　　　　　（ポス・クパン）
▼違法の漢方薬店にご注意

　ジョクジャカルタ特別州保健局は
25日、住民に州内で違法営業してい
る「漢方薬店」に注意するよう訴え
た。保健局職員は「漢方薬は安全と
思われがちだ。実際は有害とみられ
るものも販売されている」と語っ
た。      （トリブン・ジョクジャ）
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 （24日終値）

1ドル＝11,750ルピア

 （同 ）

両替商調べ

10,000円＝1,115,000ルピア

1ドル＝12,040ルピア

インドネシ ア証券取引所株価指数
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閣
僚
ポ
ス
ト
割
り
は
闘
争
民
主

党
（
Ｐ
Ｄ
Ｉ
Ｐ
）
５
、
民
族
覚

醒
党
（
Ｐ
Ｋ
Ｂ
）
４
、
ナ
ス
デ

ム
党
３
、
ハ
ヌ
ラ
党
２
、
開
発

統
一
党
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
１
。

　

メ
ガ
ワ
テ
ィ
党
首
は
政
権
へ

の
影
響
力
を
残
し
た
。
プ
ア
ン

氏
の
ほ
か
、
側
近
の
リ
ニ
・
ス

マ
ル
ノ
国
営
企
業
相
と
リ
ャ
ミ

ザ
ー
ド
・
リ
ャ
ク
ド
ゥ
元
陸
軍

　

調
整
相　

大
統
領
の
下
で
政
治
法
務
治
安
、
経
済
、
海

事
、
人
材
・
文
化
の
各
分
野
の
閣
僚
を
調
整
、
監

督
す
る
筆
頭
閣
僚

参
謀
長
も
入
閣
。
プ
ア
ン
氏
は

「
（
母
の
）
代
理
人
と
呼
ば
な

い
で
ほ
し
い
。
与
え
ら
れ
た
仕

事
に
全
力
で
取
り
組
む
」
と
話

し
た
。

　

プ
ラ
ボ
ウ
ォ
派
か
ら
就
任
式

直
前
に
滑
り
込
み
入
閣
し
た
Ｐ

Ｐ
Ｐ
は
、
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
か
ら

の
宗
教
相
ポ
ス
ト
を
維
持
し

た
。

　

調
整
が
難
航
し
て
い
る
国
会

（
Ｄ
Ｐ
Ｒ
）
委
員
会
人
事
の
審

議
で
、
委
員
長
の
選
出
方
法
が

焦
点
に
な
っ
て
い
る
。
与
党
連

合
は
協
議
に
よ
る
選
出
を
前
提

に
委
員
長
ポ
ス
ト
の
配
分
を
要

求
し
て
い
る
。
与
野
党
の
議
員

が
地
元
紙
に
語
っ
た
。

　

21
日
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
る

審
議
は
与
野
党
で
対
立
し
、
中

断
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
闘
争

民
主
党
（
Ｐ
Ｄ
Ｉ
Ｐ
）
国
会
会

ポ
ス
ト
配
分
で
調
整
続
く

与
野
党
間
、国
会
委
員
長

派
の
プ
ラ
モ
ノ
・
ア
ヌ
ン
・
ウ

ィ
ボ
ウ
ォ
議
員
は
委
員
長
の
選

出
方
法
を
め
ぐ
っ
て
意
見
が
割

れ
て
い
る
と
話
し
「
妥
協
点
を

ま
だ
見
い
だ
せ
な
い
」
と
語

る
。

　

同
会
派
の
ア
リ
ア
・
ビ
マ
議

員
は
、
与
野
党
の
協
議
を
通
じ

た
委
員
長
選
出
を
要
求
し
て
い

る
と
説
明
。
同
氏
は
与
党
連
合

が
16
の
正
副
委
員
長
ポ
ス
ト
獲

得
を
目
指
し
て
い
る
と
話
す
。

一
方
、
ゴ
ル
カ
ル
党
国
会
会
派

の
バ
ン
バ
ン
・
ス
サ
テ
ィ
ヨ
議

員
は
、
与
党
連
合
が
10
ポ
ス
ト

を
要
求
、
野
党
連
合
が
５
ポ
ス

ト
に
譲
歩
す
る
よ
う
求
め
た
と

語
っ
た
。

　

ま
た
、
26
日
に
発
表
さ
れ
た

閣
僚
名
簿
も
審
議
に
影
響
を
与

え
そ
う
だ
。
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
大
統

領
は
21
日
付
け
で
国
会
に
書
簡

を
送
り
、
８
つ
の
省
を
統
合
、

分
割
す
る
内
容
を
伝
え
て
い

た
。
ス
テ
ィ
ヤ
・
ノ
フ
ァ
ン
ト

国
会
議
長
は
26
日
に
返
答
。
省

の
再
編
を
承
認
し
、
委
員
会
の

▼
メ
ガ
人
脈
入
閣

編
成
を
調
整
す
る
こ
と
も
含
め

て
対
応
す
る
と
伝
え
た
。

　

委
員
会
の
編
成
が
変
更
さ
れ

れ
ば
、
す
で
に
委
員
名
簿
を
提

出
し
て
い
る
野
党
間
で
利
害
関

係
の
再
調
整
が
必
要
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
。
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